
(57)【要約】

　

【課題】

流体の滞留が生じることがなく衝突部材を有効に冷却す

ることのできる粉砕装置を提供する。

【解決手段】

　粉粒体が衝突させられる衝突面が形成された衝突部材

４を備え、衝突部材４の内部に衝突部材を冷却するため

の冷却手段が設けられた粉砕装置１において、冷却手段

が、衝突部材４の衝突面Ａの内側中央部に流体を供給す

る流体供給路Ｌ１と、衝突部材４の衝突面Ａ内側中央部

から衝突面Ａ内側に沿って衝突面Ａ内側外縁部まで流体

を流す冷却流路Ｌ３とを備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
粉 粒 体 が 衝 突 さ せ ら れ る 衝 突 面 が 形 成 さ れ た 衝 突 部 材 を 備 え 、 衝 突 部 材 の 内 部 に 衝 突 部 材
を 冷 却 す る た め の 冷 却 手 段 が 設 け ら れ た 粉 砕 装 置 に お い て 、
　 冷 却 手 段 が 、 衝 突 部 材 の 先 端 側 に 設 け た 内 腔 と 、 内 腔 の 先 端 中 央 部 に 流 体 を 供 給 す る 流
体 供 給 路 と 、 内 腔 後 端 面 に 開 口 す る 流 体 流 路 と か ら な り 、 衝 突 部 材 の 衝 突 面 内 側 中 央 部 か
ら 衝 突 面 内 側 に 沿 っ て 衝 突 面 内 側 外 縁 部 ま で 流 体 を 流 す 冷 却 流 路 を 形 成 し て い る 、 粉 砕 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
衝 突 部 材 の 内 部 に 、 衝 突 部 材 の 内 腔 形 状 と 略 相 似 形 を な す ノ ズ ル 部 材 が 配 さ れ 、 ノ ズ ル 部
材 の 長 さ 方 向 中 央 部 に 軸 線 方 向 に 伸 び た 流 体 供 給 路 が 形 成 さ れ 、 冷 却 流 路 が 、 衝 突 部 材 の
内 面 お よ び ノ ズ ル 部 材 外 面 に よ り 囲 ま れ て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 粉 砕 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
衝 突 部 材 の 内 部 に 、 内 腔 の 先 端 に 沿 っ て 伸 び て い る 管 状 部 と 管 状 部 に 形 成 さ れ た 鍔 状 部 と
よ り な る ノ ズ ル 部 材 が 配 さ れ 、 管 状 部 内 に 、 流 体 供 給 路 が 形 成 さ れ 、 冷 却 流 路 が 、 衝 突 部
材 の 内 面 お よ び ノ ズ ル 部 材 の 外 面 に よ り 囲 ま れ て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 粉 砕 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
流 体 供 給 路 が 、 ノ ズ ル の 先 端 近 く で 半 径 方 向 に 開 口 し て い る 、 請 求 項 　 ２ ～ ３ い ず れ か に
記 載 の 粉 砕 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
衝 突 部 材 の 衝 突 面 が 、 鏡 面 加 工 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 粉 砕 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 粉 粒 体 が 衝 突 さ せ ら れ る 衝 突 面 が 形 成 さ れ た 衝 突 部 材 を 備 え た 粉 砕 装 置 に
関 す る 。 特 に 衝 突 部 材 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 を 備 え た 粉 砕 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 衝 突 部 材 に 粉 粒 体 を 衝 突 さ せ て 粉 砕 す る 粉 砕 装 置 に お い て は 、 衝 突 し た 粉 粒 体 が 衝 突 面
に 融 着 し 、 粉 砕 効 率 や 性 能 を 低 下 さ せ る こ と が あ る 。 融 着 が 進 む と 運 転 を 停 止 し 、 衝 突 部
材 等 の 清 掃 す る こ と が 必 要 と な り 作 業 効 率 の 低 下 の 大 き な 要 因 と な る 。 こ れ は 衝 突 面 の 温
度 が 上 昇 す る と 、 特 に 顕 著 に な る 。 そ こ で 、 衝 突 面 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 を 備 え た 粉 砕 装 置
が 種 々 提 案 さ れ て い る 。 こ の 種 、 衝 突 部 材 冷 却 手 段 を 備 え た 粉 砕 装 置 と し て 以 下 の も の が
あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 粉 砕 装 置 は 、 粉 粒 体 が 衝 突 さ せ ら れ て 粉 砕 さ れ る 衝 突 部 材 を 備 え 、 衝 突 部 材 を 冷 却
す る 冷 却 手 段 と し て 衝 突 部 材 内 先 端 部 に 流 体 収 容 室 お よ び こ の 流 体 収 容 室 に 流 体 を 供 給 、
排 出 す る 流 体 流 路 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 流 体 収 容 室 に 流 体 を 供 給 す る 流 体 流 路 は 流 体 収 容 室 後 端 の 一 側 部 に 開 口 し 、 流 体 収 容 室
か ら 流 体 を 排 出 す る 流 体 流 路 は 流 体 収 容 室 後 端 の 他 側 部 に 開 口 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ０ ０ ０ １ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 上 記 、 粉 砕 装 置 に お い て は 流 体 収 容 室 内 に お い て 供 給 口 と 排 出 口 と が 同 じ 側 に 設 け ら
れ て い る た め 、 一 部 の 流 体 が 滞 留 し や す い 。 流 体 収 容 室 内 に 滞 留 し た 流 体 は 温 度 が 上 昇 す
る の で 衝 突 部 材 を 有 効 に 冷 却 す る こ と が で き な く な る と い う 問 題 が あ る 。 衝 突 部 材 の 温 度
が 上 昇 す る と 、 衝 突 面 に 衝 突 し た 粉 粒 体 が 粉 砕 さ れ ず に 融 着 し 、 粉 砕 効 率 が 著 し く 低 下 す
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る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と を 課 題 と し 、 流 体 の 滞 留 が 生 じ る こ と が な く 、 衝 突
部 材 を 有 効 に 冷 却 す る こ と の で き る 粉 砕 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 粉 砕 装 置 は 、 粉 粒 体 が 衝 突 さ せ ら れ る 衝 突 面 が 形
成 さ れ た 衝 突 部 材 を 備 え 、 衝 突 部 材 の 内 部 に 衝 突 部 材 を 冷 却 す る た め の 冷 却 手 段 が 設 け ら
れ た 粉 砕 装 置 に お い て 、 冷 却 手 段 が 、 衝 突 部 材 の 衝 突 面 の 内 側 中 央 部 に 流 体 を 供 給 す る 流
体 供 給 路 と 、 衝 突 部 材 の 衝 突 面 内 側 中 央 部 か ら 衝 突 面 内 側 に 沿 っ て 衝 突 面 内 側 外 縁 部 ま で
流 体 を 流 す 冷 却 流 路 と を 備 え て い る 、 も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 上 記 粉 砕 装 置 に お い て 、 衝 突 部 材 の 内 部 に 、 衝 突 部 材 の 先 端 部 と 略 相 似 形 を な す ノ ズ
ル 部 材 が 配 さ れ 、 ノ ズ ル 部 材 の 長 さ 方 向 中 央 部 に ノ ズ ル 部 材 の 軸 線 方 向 に 伸 び た 流 体 供 給
路 が 形 成 さ れ 、 冷 却 路 が 、 衝 突 部 材 の 内 面 お よ び ノ ズ ル 部 材 外 面 と に よ り 囲 ま れ て 形 成 さ
れ て い る 、 こ と が あ る 。 ま た 、 衝 突 部 材 の 内 部 に 、 管 状 部 と 管 状 部 に 形 成 さ れ た 鍔 状 部 と
よ り な る ノ ズ ル 部 材 が 配 さ れ 、 管 状 部 内 に 、 流 体 供 給 路 が 形 成 さ れ 、 冷 却 路 が 、 衝 突 部 材
の 内 面 、 ノ ズ ル 部 材 の 管 状 部 お よ び 鍔 状 部 に よ り 囲 ま れ て 形 成 さ れ て い る 、 こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 衝 突 面 は 、 鏡 面 加 工 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 粉 砕 装 置 で は 、 衝 突 面 中 央 部 に 流 体 が 供 給 さ れ 衝 突 面 内 側 先 端 中 央 部 か
ら 衝 突 面 内 側 に 沿 っ て 流 れ る の で 、 流 体 の 滞 留 が 生 じ る こ と が な く 衝 突 部 材 を 有 効 に 冷 却
す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 粉 粒 体 を 粉 砕 す る 際 に も っ と も 温 度 の 上 昇 す る 衝 突 面 内 側 先
端 部 に 流 体 が 供 給 さ れ る の で さ ら に 有 効 に 衝 突 部 材 を 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ お よ び ３ 記 載 の 粉 砕 装 置 に よ れ ば 、 冷 却 流 路 を 簡 便 な 構 造 で 形 成 す る こ と が で
き る 。 　
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 粉 砕 装 置 に よ れ ば 、 衝 突 面 内 側 中 央 部 に 乱 流 が 形 成 さ れ 、 衝 突 面 内 側 先
端 中 央 部 が 有 効 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 粉 砕 装 置 に よ れ ば 、 衝 突 面 の 摩 擦 係 数 が 小 さ い の で 、 冷 却 効 果 と あ い ま
っ て 衝 突 し た 粉 粒 体 が 衝 突 面 に 融 着 す る の が 有 効 に 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 粉 砕 装 置 １ は 、 圧 縮 空 気 の 供 給 ノ ズ ル （ 図 示 せ ず ） に 加 速 ノ ズ ル ２ を 接 続 し 、 そ の
加 速 ノ ズ ル ２ の 前 側 に 設 け ら れ た 粉 砕 室 ３ 内 に 衝 突 部 材 ４ を 、 お よ び 加 速 ノ ズ ル ２ 内 に 開
口 す る 粉 粒 体 を 供 給 す る ホ ッ パ ９ を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 加 速 ノ ズ ル ２ の 下 流 側 周 壁 上 部 に 粉 粒 体 供 給 部 ８ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 供 給 ノ ズ ル
１ 、 加 速 ノ ズ ル ２ 、 粉 粒 体 供 給 部 ８ お よ び ホ ッ パ ９ の 構 成 は 公 知 で あ る の で 詳 細 な 説 明 は
省 略 し 、 以 下 、 衝 突 部 材 ４ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 衝 突 部 材 ４ は 、 衝 突 部 材 本 体 １ ０ と こ れ を 支 持 す る 支 持 部 材 １ １ と よ り な る 。 衝 突 部 材
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本 体 １ ０ は 、 先 端 円 錐 状 部 １ ０ ａ と こ れ に 連 続 し た 円 筒 状 部 １ ０ ｂ と よ り な り 、 先 端 円 錐
状 部 １ ０ ａ 外 面 が 衝 突 面 Ａ と な っ て い る 。 な お 、 衝 突 部 材 本 体 １ ０ は 、 熱 伝 達 率 の よ い 材
料 製 で あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 衝 突 面 Ａ に は 鏡 面 加 工 を 施 す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 支 持 部 材 １ １ は 、 円 筒 状 部 １ ０ ｂ に 挿 入 さ れ か つ 後 端 が 円 筒 状 部 １ ０ ｂ か ら 突 出
し た 円 柱 状 部 １ １ ｂ と 、 円 柱 状 部 １ １ ｂ の 後 端 か ら 周 方 向 に 等 間 隔 を お い て 放 射 状 に 突 出
し 、 先 端 が 粉 砕 室 ３ の 壁 か ら 突 出 し た ３ 本 の 支 持 羽 １ １ ｃ と を 備 え て い る 。 円 柱 状 部 １ １
ｂ の 先 端 に は 、 衝 突 部 材 本 体 １ ０ の 先 端 部 側 内 腔 に 位 置 し 、 衝 突 部 材 本 体 １ ０ の 先 端 部 と
略 相 似 形 を な す ノ ズ ル 部 材 １ １ ｄ が 取 付 ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ノ ズ ル 部 材 １ １ ｄ 外 面
と 衝 突 部 材 本 体 １ ０ の 先 端 部 内 面 と の 間 が 、 衝 突 面 Ａ 内 側 先 端 中 央 部 か ら 衝 突 面 Ａ 内 側 に
沿 っ て 衝 突 面 Ａ 内 側 外 縁 部 ま で 流 体 を 流 す 冷 却 流 路 Ｌ ３ と な っ て い る 。 す な わ ち 冷 却 流 路
Ｌ ３ は 傘 状 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 円 柱 状 部 １ １ ｂ お よ び ノ ズ ル 部 材 １ １ ｄ の 中 心 部 に は 軸 方 向 に 伸 び 、 か つ ノ ズ ル 部 材 １
１ ｄ の 先 端 で 開 口 し て 流 体 を 衝 突 面 Ａ の 内 側 先 端 中 央 部 に 供 給 す る 流 体 供 給 路 Ｌ １ が 形 成
さ れ て い る 。 流 体 供 給 路 Ｌ １ は 、 ３ 本 の 支 持 羽 １ １ ｃ の 内 の １ つ に 形 成 さ れ た 流 路 Ｌ ２ に
接 続 さ れ て い る 。 こ の 流 路 Ｌ ２ は 図 示 し な い 流 体 供 給 源 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 円 柱 状 部 １ １ ｂ に は 、 こ れ の 先 端 面 に 開 口 し 、 冷 却 流 路 Ｌ ３ に 連 通 し た 二 つ の
流 体 排 出 路 Ｌ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 Ｌ ４ は 、 ３ 本 の 支 持 羽 １ １ ｃ の 内 の ２ つ に 形 成 さ れ た
流 路 Ｌ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 粉 砕 装 置 １ に お い て 、 供 給 ノ ズ ル １ か ら 圧 縮 空 気 を 供 給 し て
加 速 ノ ズ ル ２ で 加 速 し 、 ホ ッ パ ９ か ら 供 給 さ れ た 粉 粒 体 を 衝 突 面 Ａ に 衝 突 さ せ て 粉 砕 等 す
る 手 順 は 、 公 知 の 粉 砕 装 置 と 変 わ り な い の で 説 明 は 省 略 し 、 以 下 に 粉 粒 体 を 粉 砕 す る 際 に
衝 突 面 Ａ を 冷 却 す る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 流 体 供 給 源 か ら 流 路 Ｌ ２ を 介 し て 流 体 供 給 路 Ｌ １ に 流 体 が 供 給 さ れ る 。 供 給 さ れ
た 流 体 は 、 ノ ズ ル 部 材 １ １ ｄ の 先 端 か ら 衝 突 面 Ａ 内 側 先 端 中 央 部 に 供 給 さ れ る 。 こ の 流 体
は 、 衝 突 面 Ａ 内 側 に 沿 っ て 衝 突 面 Ａ の 外 縁 後 方 に 向 か っ て 流 れ 、 衝 突 面 Ａ が 効 果 的 に 冷 却
さ れ る 。 特 に 最 も 高 温 と な る 衝 突 面 Ａ の 内 側 中 央 部 に 最 初 に 流 体 が 供 給 さ れ る の で 、 衝 突
面 Ａ の 内 側 中 央 部 が 効 果 的 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 衝 突 面 Ａ 外 縁 後 方 ま で 流 れ た 流 体 は 、 ノ ズ ル 部 材 １ １ ｄ 後 端 部 と 衝 突 部 材 本 体 １ ０ と の
間 の 横 断 面 環 状 を な す 流 路 を 流 れ 、 支 持 部 材 １ １ の 円 柱 状 部 １ １ ｂ の 前 端 面 に 開 口 し た 流
体 排 出 路 Ｌ ４ に 流 入 し た 後 、 流 路 Ｌ ５ を 通 っ て 装 置 外 部 へ と 排 出 さ れ る 。 　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 冷 却 流 路 Ｌ ３ を 流 れ て 衝 突 面 Ａ を 冷 却 し た 流 体 は 速 や か に 装 置 外 部
へ と 排 出 さ れ て 、 冷 却 流 路 Ｌ ３ や 内 腔 に 滞 留 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の た め 、 衝 突 面 Ａ の 温 度 上 昇 は 抑 え ら れ 、 衝 突 し た 粉 粒 体 が 衝 突 面 Ａ に 融 着 す る の が
防 止 さ れ る 。 又 ， 衝 突 面 Ａ は 鏡 面 加 工 が 施 さ れ て お り 摩 擦 係 数 が 低 く な っ て い る の で 、 粉
粒 体 が 衝 突 面 Ａ に 融 着 す る の は さ ら に 有 効 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 つ い で 図 ４ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 第 一 の 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 １ と 同 じ 部 材 お よ び 相 当 す る 部 材
に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 は 、 衝 突 部 材 ２ ０ が 第 一 の 実 施 形 態 と 異 な る も の で あ る 。 以 下
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、 衝 突 部 材 ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。 衝 突 部 材 ２ ０ は 、 衝 突 部 材 本 体 ２ １ と こ れ を 支 持 す る
支 持 部 材 ２ ２ と よ り な る 。 本 体 ２ １ は 、 先 端 円 錐 状 部 ２ １ ａ と こ れ に 連 続 し た 円 筒 状 部 ２
１ ｂ と よ り な り 、 先 端 円 錐 状 部 ２ １ ａ 外 面 が 衝 突 面 Ａ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 支 持 部 材 ２ ２ は 、 先 端 が 円 筒 状 部 ２ １ ｂ に 挿 入 さ れ た 円 柱 状 部 ２ ２ ａ と 、 図 示 は
し て い な い が 、 円 柱 状 部 ２ ２ ａ 後 端 か ら 放 射 状 に 突 出 し 、 先 端 が 粉 砕 室 ３ の 壁 か ら 突 出 し
た ３ 本 の 支 持 羽 と を 備 え て い る 。 円 柱 状 部 ２ ２ ａ の 先 端 に は 、 管 状 体 と 管 状 体 後 方 に 形 成
さ れ た 鍔 状 体 と よ り な る ノ ズ ル 部 材 ２ ２ ｄ が 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ノ ズ ル 部 材
２ ２ ｄ の 外 面 と 衝 突 部 材 本 体 ２ １ の 先 端 部 内 面 と の 間 が 、 衝 突 面 Ａ 内 側 先 端 中 央 部 か ら 衝
突 面 Ａ 内 側 に 沿 っ て 衝 突 面 Ａ 内 側 外 縁 部 後 方 ま で 流 体 を 流 す 冷 却 流 路 Ｌ ２ ３ と な っ て い る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 円 柱 状 部 ２ ２ ａ お よ び ノ ズ ル 部 材 ２ ２ ｄ の 中 心 部 に は 軸 方 向 に 伸 び 、 か つ ノ ズ ル 部 材 ２
２ ｄ の 先 端 で 開 口 し 、 流 体 を 衝 突 面 Ａ の 内 側 中 央 部 先 端 に 供 給 す る 流 体 供 給 路 Ｌ ２ １ が 形
成 さ れ て い る 。 Ｌ ２ １ は 、 先 に 述 べ た 図 示 し な い ３ 本 の 支 持 羽 の 内 の １ つ に 形 成 さ れ た 流
路 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 流 路 は 流 体 供 給 源 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 円 柱 状 部 ２ ２ ａ に は 、 こ れ の 前 端 面 周 縁 に 開 口 し 、 冷 却 流 路 Ｌ ２ ３ に 連 通 し た
二 つ の 流 体 排 出 路 Ｌ ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 Ｌ ２ ２ は 、 ３ 本 の 支 持 羽 の 内 の ２ つ に 形 成 さ
れ た 流 路 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 粉 砕 装 置 に お い て は 、 流 体 供 給 源 か ら 流 体 供 給 路 Ｌ ２ １ に 流
体 が 供 給 さ れ る 。 供 給 さ れ た 流 体 は 、 流 路 ノ ズ ル 部 材 ２ ２ ｄ の 先 端 か ら 衝 突 面 Ａ 内 側 先 端
中 央 部 に 供 給 さ れ る 。 供 給 さ れ た 流 体 は 、 衝 突 面 Ａ 内 側 に 沿 っ て 衝 突 面 Ａ の 外 縁 に 向 か っ
て 流 れ 、 衝 突 面 Ａ が 効 果 的 に 冷 却 さ れ る 。 衝 突 面 Ａ 外 縁 後 方 ま で 流 れ た 流 体 は 、 支 持 部 材
２ ２ の 円 柱 状 部 ２ ２ ａ の 前 端 面 に 開 口 し た 流 体 排 出 路 Ｌ ２ ２ に 流 入 し た 後 、 装 置 外 部 へ と
排 出 さ れ る 。 　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ い で 図 ５ に 示 し た 第 三 の 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 粉 砕 装 置 に お い
て 、 供 給 流 路 Ｌ ３ １ は 、 先 端 部 で 径 方 向 に 分 岐 し た 二 つ の 分 岐 流 路 Ｌ ３ １ ａ を 備 え て い る
。 分 岐 流 路 Ｌ ３ １ ａ は 、 供 給 流 路 Ｌ ３ １ の 接 線 方 向 か つ や や 後 方 に 伸 び て 側 面 に 開 口 し て
い る 。 こ の ノ ズ ル 部 材 ３ ０ を 備 え た 粉 砕 装 置 で は 、 衝 突 部 材 ４ の 衝 突 面 Ａ の 内 側 中 央 部 に
お い て 冷 却 流 体 が 旋 回 し な が ら 流 れ る の で 、 最 も 温 度 の 高 い 衝 突 面 Ａ の 内 側 中 央 部 を よ り
効 果 的 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ａ は 、 同 粉 砕 装 置 の 要 部 の 縦 断 面 図 、 ｂ は ａ の ｂ － ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ａ は 、 第 二 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 の 要 部 の 縦 断 面 図 、 ｂ は ａ の ｂ － ｂ 線 に 沿 っ た 断
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ａ は 、 第 三 実 施 形 態 の 粉 砕 装 置 の 要 部 の 縦 断 面 図 、 ｂ は ａ の ｂ － ｂ 線 に 沿 っ た 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 　 　 　 粉 砕 装 置
３ 　 　 　 粉 砕 室
４ 　 　 　 衝 突 部 材
１ ０ 　 　 衝 突 部 材 本 体
１ １ 　 　 支 持 部 材
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２ ０ 　 　 衝 突 部 材
２ １ 　 　 衝 突 部 材 本 体
２ ２ 　 　 支 持 部 材
３ ０ 　 　 ノ ズ ル 部 材
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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